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東
京
大
学
稷
門
賞
受
賞 

東
京
大
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
個
人
、
法
人
又
は
団
体
を
顕
彰
す
る
二
〇
二
三
年
度
東

京
大
学
稷
門
（
し
ょ
く
も
ん
）
賞
に
、
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
へ
の
資
料
寄
贈
で
長
年
貢
献
さ

れ
て
い
る
松
岡
正
樹
氏
（
京
都
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
牧
師
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

   

松
岡
氏
は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
二
十
年
も
の
年
月
に
渡

っ
て
、
明
治
文
庫
へ
の
寄
贈
を
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
資

料
に
は
、
当
時
の
商
業
ル
ー
ト
に
乗
ら

な
い
業
界
新
聞
、
発
行
部
数
の
少
な
い

地
方
の
新
聞
な
ど
、
国
立
国
会
図
書
館

ほ
か
他
館
で
所
蔵
の
な
い
稀
少
な
資

料
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
寄
贈
資
料
は
、
研
究
者
で
あ

る
松
岡
氏
の
丹
念
な
調
査
の
も
と
、
未

所
蔵
の
資
料
や
号
数
に
絞
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
新
聞
、
雑
誌
は
、
欠
号
な

く
揃
っ
て
残
る
こ
と
が
難
し
い
資
料

で
す
が
、
こ
の
欠
号
を
発
見
、
ご
寄
贈

く
だ
さ
る
松
岡
氏
の
貢
献
は
、
ま
さ
に

歴
史
の
空
白
を
埋
め
る
も
の
で
す
。 

寄
贈
に
当
た
っ
て
の
調
査
と
、
労
を

い
と
わ
な
い
行
動
に
、
多
く
の
先
生
方 

◎
『
関
西
日
報
』 

大
阪
：
関
西
日
報
社 

明
治
二
十
二
年
に
大
阪
で
発
行
、
末
広
鉄
腸

主
筆
の
政
論
新
聞
『
関
西
日
報
』
の
創
刊
号
か
ら

一
か
月
分
を
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
明
治

文
庫
で
は
附
録
の
み
所
蔵
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
本
紙
は
初
所
蔵
と
な
り
ま
す
。『
関
西
日
報
』 

■
雑
誌
に
見
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

 

◎
『
獨
立T

h
e
 in

d
ep

e
n
d
en

t

』 

桑
港 : 

獨
立
社 

 
 

 

◎
『
鎮
西
』 

札
幌
：
鎮
西
社 

 

 

新
規
収
蔵
な
ど
松
岡
氏
か
ら
ご
寄
贈
い
た

だ
い
た
資
料
を
一
部
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

  

「淑女と新聞社」『関西日報』 

 

新聞雑誌の寄贈、顕彰される 

が
感
銘
を
受
け
、
関
係
者
の
尽
力
に
よ
り
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
松
岡
氏
の
受
賞
を

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
明
治
文

庫
は
、
収
集
さ
れ
た
資
料
を
後
世
へ
確
実
に
引

き
継
げ
る
よ
う
保
存
し
、
多
く
の
方
に
活
用
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

日
本
か
ら
世
界
ま
で 

寄
贈
資
料
ご
紹
介 

に
つ
い
て
、
宮
武
外
骨
が
『
公
私
月
報
』
十

一
号
で
言
及
し
て
お
り
、附
録
絵
か
ら
も
創

業
当
時
の
社
屋
や
賑
わ
い
が
伝
わ
り
ま
す
。

創
刊
号
の
社
告
や
寄
稿
か
ら
、
外
骨
の
考
察

も
よ
り
鮮
明
と
な
り
、
近
代
史
に
と
っ
て
貴

重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
追
加
と
な
り
ま
す
。 

大
正
十
五
年

の
も
の
を
ご

寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。タ

イ
ト
ル
の
「鎮

西
」
は
九
州
を 

指
す
言
葉
で
す
が
、
発
行
は
札
幌
。
誌
面

か
ら
、
九
州
の
郷
友
会
の
機
関
紙
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
時
期
、
郷
土

を
離
れ
た
場
所
で
、
同
郷
人
た
ち
が
雑
誌

を
情
報
交
換
の
場
と
し
て
協
力
す
る
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。 

向
け
の
雑
誌
。
本
国
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者

の
演
説
筆
記
が
掲
載
さ
れ
る
一
方
、
読
み

や
す
く
平
易
な
内
容
か
ら
、
当
時
の
桑
港

で
の
教
会
の
動
向
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
、
読
者
層
が
う
か
が
え
ま
す
。
海
外
発

行
の
邦
字
資
料
と
し
て
も
重
要
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
す
。 

 

二
〇
二
三
年
十
月
授
賞
式
記
念
撮
影
（
前
列
中
央 

松
岡
氏
） 

桑
港
（
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
）

の
地
で
発
行
さ

れ
て
い
た
在
留

邦
人
基
督
教
徒 

（一）       明治新聞雑誌文庫ニューズレター     第十二号            二〇二四（令和六）年 三月二十七日  

（二）  



長
ら
く
懸
念
し
て
お
り
ま
し
た
劣
化
資
料

『
開
花
新
聞
』
、
『
憲
法
発
布
祭
典
雙
六
』
、
『
列

会
署
名
名
簿
』
、
『
絵
入
愛
知
新
聞
』
等
の
修
復

を
、
専
門
業
者
（
資
料
保
存
器
材
）
へ
依
頼
し
ま

し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
の
寄
付
金
に
よ
り
補
修
が

可
能
と
な
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
（二）       明治新聞雑誌文庫ニューズレター     第十二号            二〇二四（令和六）年 三月二十七日  

（三）  

広
が
る
、
繋
が
る
明
治
文
庫 

瀬
木
翁
寿
像
、
耐
震
再
設
置 

外
骨
書
凾
念
願
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ 

「牧
野
新
聞
」ほ
か
資
料
出
陳
、
続
々
！ 

「近
代
日
本
の
新
聞
・雑
誌
を
見
る 

―
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
の
世
界
」 

の
方
々
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
高

校
生
対
象
の
た
め
、
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
や
、

身
近
な
新
聞
の
創
刊
号
な
ど
を
展
示
、
ま
た
、
外
骨
の
「
頓

智
研
法
」
、
『
中
央
公
論
』
吉
野
作
造
論
文
な
ど
、
多
彩
な

資
料
を
並
べ
、
充
実
し
た
内
容
の
展
示
と
な
り
ま
し
た
。 

寄
付
金
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
可
能
と
な
っ
た
新
聞
号
外
な

ど
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
原
本
と
Ｐ
Ｃ
を
隣
り
合
わ
せ
て
展

示
し
ま
し
た
。
多
く
の
来
場
者
が
興
味
深
く
操
作
を
行
い
、

実
際
の
資
料
へ
の
質
問
も
飛
び
交
い
ま
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
見
た
か
っ
た
」

「
長
く
展
示
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

学
内
外
よ
り
、
百
五
十
名
も
の
来
場
者
が
あ
り
、
実
り
あ
る

展
示
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
の
特
別
展
「
装
い
の
力 

異
性

装
の
日
本
史
」
（
会
期
二
〇
二
二
年
九
月
三
日
（
土
）
～
十

月
三
〇
日
）
に
お
い
て
、
当
文
庫
所
蔵
資
料
『
大
阪
錦
画
新

話
』
「
女
装
の
男
が
巡
査
に
捕
ま
る
」
、
『
大
阪
錦
画
日
々

新
聞
紙
』
「
男
と
し
て
七
年
暮
ら
し
た
女
」
が
出
陳
さ
れ
ま

し
た
。
資
料
借
用
の
際
は
担
当
者
の
方
か
ら
、
時
代
の
転
換

と
な
る
資
料
の
一
つ
と
し
て
展
示
し
た
い
、
と
い
う
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
展
示
を
拝
見
し
、
資
料
の
力
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
特
別
展
も
、
大
好
評
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。 

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
国
文
学
研
究
資
料
館

が
推
進
し
て
い
る
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で

貴
重
資
料
と
な
る
初
期
新
聞
約
百
二
十
五
点

が
、
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
次
年
度
以
降
も
撮
影
、

公
開
が
進
む
予
定
で
す
。
明
治
文
庫
資
料
が
よ

り
、
ど
こ
か
ら
で
も
使
い
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 
   

こ
の
度
、
ご
寄
附
に
関
わ
る
法
学
部
振
興
基

金
の
サ
イ
ト
に
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
の
支
援
の

項
目
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。 

２
０
２
３
年
度
展
示
出
陳
展
覧
会 

「
田
中
芳
男
と
牧
野
富
太
郎 

田
中
芳
男
文

庫
・
植
物
資
料
展
」
東
京
大
学
総
合
図
書
館 

「
揚
州
周
延 

明
治
を
描
き
尽
く
し
た
浮
世

絵
師
」
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館 

 

「
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
王 

小
川
一
眞
と
写
真

製
版
」
印
刷
博
物
館 

文
京
区
立
森
鴎
外
記
念
館
、
東
京
都
立
大
学

牧
野
標
本
館
な
ど
。 

放
映
、
掲
載
な
ど
も
多
数
資
料
利
用
あ
り
。 

東
京
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
採
択

さ
れ
、
外
骨
書
凾
の
全
デ
ジ
タ
ル
化
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
図
書
資
料
の
撮
影
が
完

了
、
順
次
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
を
行
う
予
定
で
す
。 

編
集
者
と
し
て
も
才
を
発
揮
し
た
宮
武
外
骨

が
発
行
し
た
資
料
の
魅
力
が
伝
わ
る
よ
う
、
撮

影
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
〇
二
三
年
三
月
二
七
日
（
月
）
、
高
校
生
を
対
象

と
し
た
「
東
大
の
研
究
室
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
～

多
様
な
学
生
を
東
大
に
～
」
（
法
文
一
号
館
学
生
ラ
ウ

ン
ジ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
当
文
庫
資
料
の
展
示

を
開
催
し
ま
し
た
。
苅
部
直
教
授
よ
り
明
治
新
聞
雑

誌
文
庫
に
つ
い
て
の
講
義
も
行
わ
れ
、
二
〇
二
一
年

再
開
館
後
初
展
示
と
な
る
会
場
は
、
高
校
生
、
保
護
者 

『
開
花
新
聞
』
ほ
か
補
修
進
む 

当
文
庫
創
立
の
寄
付
者
で
あ
る
、
瀬
木
博
尚
氏

の
銅
像
と
台
座
を
教
員
閲
覧
室
に
再
設
置
し
ま

し
た
。
専
門
家
に
よ
っ
て
耐
震
性
を
確
保
、
固
定

し
、
学
内
外
協
力
、
寄
付
金
に
よ
る
ご
支
援
で
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 吉野文庫『憲法発布祭雙六』 

“
初
期
新
聞
”
全
デ
ジ
タ
ル
化
進
む 

法
学
部
振
興
基
金
寄
附
ス
タ
ー
ト 

法
学
部
振
興
基
金
に
お
い
て
明
治
新
聞
雑
誌
文

庫
へ
の
支
援
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
寄
附
へ
の
窓

口
が
広
が
り
、
よ
り
多
く
の
方
か
ら
の
ご
寄
付
を

頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。  

 
 

 

 

      

こ
の
度
、
ご
寄
附
に
関
わ
る
法
学
部
振
興
基
金

の
サ
イ
ト
に
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
の
支
援
の
項
目

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。 

博報堂創始者  

「瀬木博尚翁胸像」  

台座題字「博洽文化」 

は、清浦奎吾撰文・筆 

高
校
生
へ
の
展
示
賑
わ
う 

▲高校生たちが見入る展示会場 

 

明
治
文
庫
資
料
の
出
陳
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ

で
モ
デ
ル
と
な
っ
た
牧
野
富
太
郎
博
士
の
「
牧
野
新
聞
」
植
物

標
本
を
始
め
、
錦
絵
、
新
聞
な
ど
多
く
の
資
料
が
学
内
外
で
展

示
さ
れ
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

創設当時から残る外骨書凾 

 

https://www.j.u-tokyo.ac.jp/ 
alumni/donation/ 

東
京
大
学 

法
学
部 

振
興
基
金 

 

Ｗ
ｅ
ｂ 

サ
イ
ト 

 

▲牧野博士作成の植物標本と新聞 

 


